
活
力
あ
る
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
の

形
成
と
発
展
を
目
指
し
て

第20回学生フォーミュラ日本大会

　

本
学
と
埼
玉
県
久
喜
市
は
10
月
３
日
、
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
相
互
に
緊
密
な
連

携
と
協
働
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
し
、
活
力
あ
る
個

性
豊
か
な
地
域
社
会
の
形
成
と
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

協
定
締
結
式
は
15
時
30
分
よ
り
同
市
役
所
に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
、
成
田
健
一
学
長
と
梅

田
修
一
市
長
が
協
定
書
に
署
名
し
た
。

　

建
築
学
科
の
那
須
秀
行
研

究
室
は
６
月
23
日
か
ら
８
月

11
日
ま
で
の
50
日
間
、
日
本

学
術
振
興
会
サ
マ
ー
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
研
究
員
と
し
て
ジ
ョ

ン
・
ア
ン
デ
シ
ョ
ン
さ
ん
を

受
け
入
れ
た
。

　

ジ
ョ
ン
さ
ん
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
出
身
で
、
同
国
の
大

学
、
大
学
院
に
お
い
て
建
築

や
工
業
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん

だ
。「
日
本
の
木
造
建
築
技

術
を
理
解
し
て
母
国
の
現
代

建
築
に
活
用
し
た
い
」
と
の

思
い
で
２
０
２
１
年
に
同
プ

ロ
グ
ラ
ム
へ
応
募
。
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
来
日
が
１
年
遅

れ
た
が
、
念
願
叶
っ
て
外
国

人
特
別
研
究
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た
。

　

そ
し
て
到
着
翌
日
か
ら
那

須
教
授
指
導
の
も
と
、
研
究

室
所
属
学
生
達
の
協
力
を
得

な
が
ら
木
質
構
造
の
研
究
に

励
ん
だ
。
ジ
ョ
ン
さ
ん
は
日

本
の
伝
統
的
な
木
組
み
を
応

用
し
た
試
験
体
を
製
作
し
、

構
造
実
験
を
行
い
研
究
成
果

を
ま
と
め
た
。

　

滞
在
中
は
学
友
会
館
に
宿

泊
し
、
学
食
や
近
隣
の
食
堂

な
ど
で
学
生
た
ち
と
日
本
食

を
楽
し
む
な
ど
、
異
国
で
の

日
常
生
活
も
楽
し
ん
で
い

た
。
帰
国
後
ジ
ョ
ン
さ
ん
は

「
研
究
室
で
の
時
間
は
良
い

思
い
出
と
な
っ
た
。
親
切
に

受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
た
う

え
、大
変
貴
重
な
体
験
が
で

き
感
謝
し
て
い
ま
す
」と
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
寄
せ
て
く
れ
た
。

　

９
月
７
日
、
川
口
信
用
金

庫
（
埼
玉
県
川
口
市
）
に
よ

る
寄
附
講
座
「
創
業
の
基

礎
」
の
贈
呈
式
が
埼
玉
キ
ャ

ン
パ
ス
に
お
い
て
行
わ
れ
、

同
金
庫
の
木
村
幹
雄
理
事
長

よ
り
成
田
健
一
学
長
へ
目
録

が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

本
講
座
は
創
業
や
起
業
の

基
礎
を
学
び
、
理
解
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
講

さ
れ
て
お
り
、
今
年
で
11
年

目
と
な
る
。
今
年
度
は
９
月

27
日
か
ら
来
年
１
月
10
日
の

毎
週
火
曜
日
第
３
時
限
に
全

14
講
座
が
開
講
さ
れ
る
。

　

本
講
座
で
は
同
金
庫
職
員

や
第
一
線
の
実
業
家
が
講
師

を
務
め
、
公
的
支
援
機
関
に

よ
る
創
業
施
策
、
実
際
の
起

業
家
に
よ
る
自
身
の
創
業
ス

ト
ー
リ
ー
と
い
っ
た
活
き
た

体
験
談
な
ど
を
紹
介
す
る
。

こ
れ
に
加
え
て
、
金
融
機
関

な
ら
で
は
の
視
点
を
盛
り
込

む
こ
と
で
、将
来
の
創
業
・
新

事
業
企
画
等
に
役
立
つ
実
践

的
な
知
識
の
修
得
を
目
指
す
。

　

９
月
22
日
に
行
わ
れ
た
第

１
回
目
の
授
業
に
は
、
合
計

23
名
の
学
生
が
参
加
し
た
。

授
業
に
参
加
し
た
学
生
か
ら

は
「
将
来
の
起
業
の
き
っ
か

け
に
し
た
い
」、「
社
内
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
参
考
に
な
れ

ば
」、「
分
野
に
と
ら
わ
れ
な

い
、
い
ろ
い
ろ
な
専
門
家
の

話
が
聞
け
て
面
白
そ
う
だ
」

と
い
っ
た
感
想
が
あ
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
て
講
師
を
務
め

る
同
金
庫
の
岸
則
行
氏
は

「
本
年
度
も
多
彩
な
講
師
陣

に
ご
登
壇
い
た

だ
き
ま
す
。
楽

し
ん
で
受
講
で

き
る
授
業
に
な

る
よ
う
頑
張
り

ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し

ま
す
」
と
意
気

込
み
を
語
っ

た
。

会
貢
献
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
様
々
な
人
た
ち
が
各
々

の
得
意
分
野
で
貢
献
し
あ
う

多
職
種
連
携
と
い
う
形
で
高

齢
化
社
会
に
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
だ
」
と
強
調
。

協
定
が
果
た
す
役
割
と
し
て

「
学
生
に
実
社
会
の
中
で
専

門
力
を
活
か
す
場
を
与
え
、

本
学
が
目
指
す
人
間
力
育
成

に
貢
献
す
る
も
の
と
期
待
し

て
い
る
。
本
学
が
進
め
る

様
々
な
取
り
組
み
に
関
し

て
、
連
携
を
通
じ
て
ご
協
力

い
た
だ
き
た
い
」
と
求
め

た
。

　

式
後
の
懇
談
で
成
田
学
長

は
「
理
系
大
学
で
あ
る
本
学

の
強
み
を
活
か
し
、
県
が
推

進
す
る
『
子
ど
も
大
学
』、

シ
ニ
ア
向
け
生
涯
学
習
、
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど

様
々
な
分
野
で
協
力
可
能
で

あ
る
」と
梅
田
市
長
に
伝
え
、

具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

今
後
は
協
定
に
基
づ
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
リ
ソ
ー
ス

を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、

様
々
な
事
業
を
協
力
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

　

久
喜
市
は
埼
玉
県
東
北
部

に
位
置
し
、
本
学
埼
玉
キ
ャ

ン
パ
ス
が
所
在
す
る
宮
代
町

に
隣
接
し
て
い
る
。
同
市
は

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま

え
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
梅

田
市
長
は
挨
拶
の
中
で
「
協

働
、
協
創
の
視
点
を
持
ち
、

あ
ら
ゆ
る
関
係
者
と
の
緊
密

な
連
携
の
も
と
、
提
携
先
の

知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
て

い
る
。
協
定
に
基
づ

い
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

視
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
様
々
な
取
り
組
み

を
共
働
で
行
う
こ
と

に
よ
り
、
地
域
社
会

の
持
続
的
な
発
展
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
が
一
層
推
進
さ
れ

る
と
期
待
し
て
い

る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
成
田

学
長
は
「
今
の
時

代
、
大
学
に
は
研

究
、
教
育
に
次
ぐ
三

本
目
の
柱
と
し
て
社

協定書を交わした成田学長（左）と梅田市長

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら

特
別
研
究
員
を
受
入

創
業
の
基
礎
を
学
ぶ

寄
附
講
座
贈
呈
式

木村理事長（右）より成田学長に目録が贈られた

試験体の製作 100円朝食で1日のスタート

那須教授と打合せ

久喜市と包括連携協定埼
玉
県

　本大会において、本学フォーミュラ工房の
チームが静岡県知事賞などを受賞。総合順位
で全国69チーム中５位に入賞し過去最高の成
績を収めた。8月下旬にオンラインで静的審査、
9月6日から10日にかけて静岡の運動公園にて
動的審査が実施され、目標の全種目完遂・完
走を成し遂げた。長年にわたり先輩から後輩
へ受け継がれてきた技術と経験が成果となっ
て現れてきた。

速　報

総合5位／省エネ賞3位
静岡県知事賞

日本自動車工業会会長賞

日本工業大学大学院
社会人特別選抜

◆�大学院工学研究科�
（博士前期課程・博士後期課程）

■2023年度　入試日程

日程

出願期間 面接試験 合格発表 手続締切

二次募集
2023年2月8日
〜2月15日

  2月22日   3月  3日
2023年
3月  8日

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507

URL　https://www.nit.ac.jp

日本工業大学　2023年度入試日程
［基幹工学部］機械工学科・電気電子通信工学科・応用化学科� ［建築学部］建築学科（建築コース／生活環境デザインコース）
［先進工学部］ロボティクス学科・情報メディア工学科・データサイエンス学科

※　�全ての入試において、インターネットからの出願です。
　　�本学HPからアクセスしてください。

※　�各入試の詳細は、それぞれの「募集要項」を確認して
ください。

皆さんのチャレンジをお待ちしています。

【学校推薦型選抜（公募制）】
＜第1期＞
　出 願 期 間：�11/  1（火）〜11/14（月）
　　 　 　 　 　 　　web受付開始日10/24（月）
　試験日と試験会場：�11/19（土）本学
　合 格 発 表 日：12/  1（木）

＜第2期＞
　出 願 期 間：12/  1（木）〜12/  8（木）
　　 　 　 　 　 　　web受付開始日11/21（月）
　試験日と試験会場：12/17（土）本学
　合 格 発 表 日：12/23（金）

入試に関する説明や対策講座（動画）を 
WEBオープンキャンパスに掲載しています！

お問い合せ先　入試課　電話：0120-250-267

入試種別 日　　　　程

一般選抜

一般選抜Ａ 一般選抜Ｂ
出願期間 1/  6（金）〜1/24（火）　web受付開始12/16（金） 2/  4（土）〜2/16（木）　web受付開始1/28（土）
試験日
・4日間から選択
（複数日受験可）

1/29（日）〜2/  1（水）
本学・仙台・郡山・水戸・宇都宮・高崎・川越・柏・千
葉・品川・池袋・立川・横浜・新潟・長野・静岡・名古屋

2/21（火）
本学・宇都宮・高崎・柏・品川・池袋

合格発表日 2/10（金） 3/  1（水）

一般選抜
英語外部試験利用

出願期間 2/  4（土）〜2/16（木）　web受付開始1/28（土）
試験日と試験会場 2/21（火）本学・宇都宮・高崎・柏・品川・池袋
合格発表日 3/  1（水）

共通テスト利用

共通テスト利用A 共通テスト利用B 共通テスト利用C

出願期間 1/6（金）～2/2（木）
web受付開始12/16（金）

2/4（土）〜2/17（金）
web受付開始1/28（土）

2/20（月）〜3/8（水）
web受付開始2/13（月）

大学入学共通テスト実施日 1/14（土）・15（日）　※本学での個別学力試験等は実施いたしません
合格発表日 2/10（金） 3/1（水） 3/16（木）

3月入試
出願期間   3/  1（水）〜3/  8（水）　web受付開始2/21（火）
試験日と試験会場   3/11（土）　本学
合格発表日   3/16（木）

総合型選抜

課題実践型 基礎学力型

出願期限 11/15（火）～12/1（木）
web受付開始11/8（火） 11/1（火）～11/14（月）

審査／試験
1次審査結果通知　12/8（木）

試験日　11/19（土）本学
2次審査日と試験会場　12/17（土）本学

合格発表日 12/23（金） 12/1（木）

通 信
第 号

https://www.nit.ac.jp

編集・発行

企画室
〒345-8501 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台4-1

（0480）34－4111（代）2 3 8
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第36回日本工業大学建築設計競技
全国から48校169作品

「その土地に 開いて／閉じる ワンルーム」

審査結果 氏　　名 学校名

1等 　鉾井 陽天 富山県立富山工業高等学校

2等 〇松崎 愛琉 
　生田 羽月 茨城県立つくば工科高等学校

3等 　大前 春喜 三重県立四日市工業高等学校

審査員賞
（安田幸一）　笠原 唯良 群馬県立桐生工業高等学校

審査員賞
（小川次郎）　和田 羽主 静岡県立浜松工業高等学校

審査員賞
（吉村英孝）　山本 莉玖 滋賀県立彦根工業高等学校

佳作 　長野 晏大 明石工業高等専門学校

佳作 　的場 貴鈴 大阪府立工芸高等学校

佳作 　白土 裕貴 福島県立勿来工業高等学校

佳作 　窪田 集 富山県立高岡工芸高等学校

佳作 　後藤 奈々美 大分県立鶴崎工業高等学校

佳作 　市川 碧海 静岡県立科学技術高等学校

佳作 　佐々木 汐 兵庫県立兵庫工業高等学校

佳作 　対馬 直樹 北海道苫小牧工業高等学校（定時制）

奨励賞 　高坂 愛那 仙台市立仙台工業高等学校

審査結果 氏　　名 学校名

奨励賞 　岡村 咲奈 愛知県立一宮工科高等学校

奨励賞 　矢嶌 優我 埼玉県立熊谷工業高等学校

奨励賞 　村地 伸理 滋賀県立彦根工業高等学校

奨励賞 　中川 紗那 明石工業高等専門学校

奨励賞 　石原 綾乃 兵庫県立龍野北高等学校

奨励賞 　八木 星輝 兵庫県立龍野北高等学校

奨励賞 　横林 寛大 兵庫県立龍野北高等学校

奨励賞 　伊藤 舞 岡山県立津山工業高等学校

奨励賞 　柴田 苺花 岡山県立津山工業高等学校

奨励賞 　武村 颯音 岡山県立津山工業高等学校

奨励賞 　藤原 日向 大阪府立工芸高等学校

奨励賞 　橋田 光希 神戸市立科学技術高等学校

奨励賞 　八島 翔 福島県立福島工業高等学校

奨励賞 　菅島 琴美 福島県立勿来工業高等学校

奨励賞 　上原 玲奈 東京工業大学附属科学技術高等学校

奨励学校賞※応募多数校

福島県立勿来工業高等学校
大阪府立工芸高等学校
福島県立福島工業高等学校
岡山県立津山工業高等学校

NITプロダクトデザインコンテスト2022

全国からユニークな110作品が揃った

　10月30日（日）、本学でNITプロダクトデザ
インコンテスト2022の授賞式が行われた。今
年度は国内だけでなく海外の高校生の参加
もあり、オリジナルアイデア部門52作品、自
由部門40作品、3Dモデリング部門14作品、
3Dプリンター造形部門4作品の、計110作
品が提出された。今年は、アイデアで突出した

ものが見られなかったため、最優秀賞は該当
なしであった。優秀賞は、オリジナルアイデア
部門のHsu Tai君（サンディエゴWestview 
High School）、3Dモデリング部門の前川大
輔君（島根県立松江工業高等学校）、井原
光貴君（愛媛県立新居浜工業高等学校）
の3名が受賞した。

各賞 氏名 高校名

オリジナルアイデア部門

優秀賞 Hsu Tai Westview High School

特別賞 ⼭⽥ 野々花 （非公開）

佳作 星野 天空 茨城県⽴つくば⼯科⾼等学校

佳作 永江 陽彩 福岡県⽴⼋⼥⼯業⾼等学校

佳作 河村 有紗 静岡県⽴静岡⾼等学校

佳作 北川 大輔 茨城県⽴つくば⼯科⾼等学校

佳作 太⽥ 大雅 島根県⽴松江⼯業⾼等学校

自由部門

特別賞 ⽩⽯ 迅⼈ ほか6名 ⾹川県⽴多度津⾼等学校

佳作 栂野 葉流 東京都⽴⼯芸⾼等学校

佳作 三浦 慧大 宮城県気仙沼向洋⾼等学校

佳作 遠藤 稜太 福岡県⽴⼋⼥⼯業⾼等学校

佳作 ⼩倉 沙祐 群⾺県⽴伊勢崎⼯業⾼等学校

各賞 氏名 高校名

3Dモデリング部門

優秀賞 前川 大輔 島根県⽴松江⼯業⾼等学校

優秀賞 井原 光貴 愛媛県⽴新居浜⼯業⾼等学校

3Dプリンタ造形部門

佳作 ⽇⽐野 真弥
⼭⽥ 颯⼤ 岐⾩県⽴岐南⼯業⾼等学校

各賞 高校名

学校奨励賞

茨城県⽴つくば⼯科⾼等学校

岐⾩第⼀⾼等学校

愛媛県⽴新居浜⼯業⾼等学校

審査結果

3Dモデリング部門優秀賞
「SKY RUNNER（前川大輔）」

3Dモデリング部門優秀賞
「三輪で移動する収納ボール（井原光貴）」

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
冗
長
性

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

五
十
嵐　

博
一 

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

　

物
流
業
界
で
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
の
供

給
が
不
足
し
、
世
界
的
に
混

乱
し
ま
し
た
。
混
乱
の
余
波

は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　

世
界
中
の
物
流
現
場
で
使

わ
れ
る
輸
送
用
コ
ン
テ
ナ
の

９
割
以
上
は
、
中
国
で
生
産

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
ま

す
。
コ
ロ
ナ
感
染
の
拡
大
に

と
も
な
う
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

で
、
中
国
で
の
コ
ン
テ
ナ
生

産
が
滞
り
、
世
界
中
が
コ
ン

テ
ナ
不
足
に
陥
っ
た
の
で

す
。
コ
ン
テ
ナ
供
給
源
の
一

国
依
存
が
、
コ
ン
テ
ナ
不
足

に
直
結
し
ま
し
た
。
供
給
網

に
冗
長
性
が
な
か
っ
た
こ
と

が
原
因
で
す
。

　
「
冗
長
性
」と
は
、供
給
や

通
信
を
二
重
化（
複
線
化
）し

て
、
ひ
と
つ
の
系
統
が
故
障

し
た
際
に
別
の
系
統
で
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
に
す

る
と
い
う
考
え
方
で
す
。

　

一
般
的
に
は
、「
冗
長
」

と
い
う
言
葉
は
、「
お
ま
え

の
話
が
冗
長
だ
」
な
ど
、
無

駄
や
ダ
ブ
り
が
あ
る
と
い
う

悪
い
意
味
で
使
わ
れ
ま
す

が
、
工
学
上
で
は
、
シ
ス
テ

ム
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
と
い
う

良
い
意
味
で
「
冗
長
性
」
や

「
冗
長
化
」
と
い
う
言
葉
が

使
わ
れ
ま
す
。

　

信
頼
性
を
担
保
す
る
た
め

に
冗
長
性
を
確
保
す
る
の

は
、
工
学
の
世
界
で
は
あ
た

り
前
な
の
で
す
が
、
冗
長
性

を
持
た
せ
る
に
は
、
そ
の
分

コ
ス
ト
が
か
か
り
ま
す
。
実

務
上
で
は
経
済
性
が
優
先
さ

れ
て
冗
長
性
が
確
保
さ
れ
な

い
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。

　

２
０
２
１
年
３
月
に
ス
エ

ズ
運
河
で
大
型
コ
ン
テ
ナ
船

が
座
礁
し
、
４
０
０
隻
以
上

の
船
舶
が
足
止
め
と
な
っ
た

事
故
も
あ
り
ま
し
た
。
ス
エ

ズ
運
河
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア

ジ
ア
を
む
す
ぶ
海
運
航
路
の

要
衝
で
す
が
、
船
が
一
列
で

航
行
す
る
幅
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。
道
路
で
例
え
る
な
ら
一

車
線
で
す
。
一
隻
の
座
礁
で

航
路
が
塞
が
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ス
エ
ズ
運
河
に
も
冗
長

性
が
な
い
の
で
す
。

　

コ
ン
テ
ナ
供
給
不
足
や
ス

エ
ズ
運
河
の
事
故
な
ど
の
ほ

か
に
も
、
こ
の
た
び
の
コ
ロ

ナ
禍
で
は
、
事
業
活
動
に
お

け
る
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

潜
在
的
リ
ス
ク
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
の
日
本
貿

易
振
興
機
構
の
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
海
外
ビ
ジ

ネ
ス
を
展
開
す
る
日
本
企
業

の
６
割
以
上
が
、
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
の
見
直
し
を
考
え

て
い
る
と
言
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
の
経
験
を
踏
ま
え

て
、
改
善
、
改
革
を
進
め
よ

う
と
い
う
姿
勢
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　

最
近
は
、
ス
エ
ズ
運
河
の

座
礁
リ
ス
ク
や
高
額
な
通
行

料
が
嫌
わ
れ
て
、
喜
望
峰
を

ま
わ
る
航
路
を
選
択
す
る

ケ
ー
ス
も
増
え
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
、
喜
望
峰
を
通
ら

な
い
で
す
む
よ
う
に
ス
エ
ズ

運
河
が
建
設
さ
れ
た
は
ず
な

の
に
、
変
な
話
で
す
ね
。

　

学
部
３
学
年
の
学
生
は
、

学
生
生
活
の
多
く
の
期
間
が

コ
ロ
ナ
禍
と
重
な
り
、
部
活

動
や
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ

ト
な
ど
の
様
々
な
活
動
が
制

限
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
に
、

企
業
に
対
し
て
「
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
な
い
」、「
学
生

時
代
に
力
を
入
れ
た
こ
と
が

な
い
」
と
い
う
不
安
の
声
が

多
く
聞
か
れ
る
。

　

し
か
し
、
企
業
が
知
り
た

い
こ
と
の
本
質
は
、
何
か
に

課
題
を
見
出
し
、
自
ら
動
き

（
周
り
に
働
き
か
け
）、
そ
の

結
果
と
し
て
何
が
ど
う
変

わ
っ
た
か
（
変
化
し
た
か
）、

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
華
や

か
な
成
果
や
実
績
で
は
な
く

て
も
、
日
々
の
生
活
の
中
で

取
り
組
ん
だ
小
さ
な
こ
と
で

も
良
い
の
で
あ
る
。
実
験
や

実
習
、
設
計
な
ど
で
努
力
し

克
服
し
た
経
験
な
ど
も
、
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
準
備

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

一
方
、
業
界
・
企
業
研
究

の
難
し
さ
は
、
就
職
活
動
に

お
け
る
も
う
一
つ
の
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
会
社
の
規
模

や
知
名
度
、
ま
た
は
入
社
後

の
待
遇
以
外
に
も
し
っ
か
り

と
目
を
向
け
て
欲
し
い
。
知

名
度
で
大
企
業
に
は
敵
わ
な

く
て
も
、
優
れ
た
技
術
や
製

品
を
有
す
る
企
業
は
数
多
く

存
在
す
る
。
そ
こ
で
、
約
１

２
０
社
を
招
く
「
業
界
・
業

種
セ
ミ
ナ
ー
」
を
11
月
４

日
、
５
日
、
12
日
に
開
催
す

る
。
必
ず
出
席
を
し
て
、
少

し
で
も
多
く
の
情
報
を
入
手

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
な

お
、
企
業
の
採
用
時
期
も
多

様
化
し
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を

機
に
採
用
に
動
き
出
す
企
業

も
少
な
く
な
い
。
早
期
選
考

を
実
施
す
る
企
業
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
11
月
以

降
も「
履
歴
書
集
中
添
削
会
」

や「
面
接
集
中
練
習
会
」、「
就

職
筆
記
対
策
講
座
」な
ど
、就

職
活
動
の
基
本
と
な
る
講
座

を
設
け
て
い
る
の
で
、積
極

的
に
出
席
し
て
欲
し
い
。

　

就
職
活
動
で
は
、
一
人
ひ

と
り
が
本
来
の
力
や
個
性
を

出
せ
る
こ
と
が
理
想
で
あ

る
。
し
か
し
、
時
に
は
思
う

よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
も
あ

る
。
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
失
敗
や
挫
折
に
よ

り
、
活
動
を
躊
躇
し
て
し
ま

う
こ
と
さ
え
あ
る
。
そ
こ

で
、
小
さ
な
疑
問
か
ら
就
職

に
関
す
る
悩
み
ま
で
、
遠
慮

せ
ず
に
就
職
支
援
課
を
活
用

し
て
も
ら
い
、
内
定
獲
得
ま

で
の
険
し
い
道
の
り
を
乗
り

越
え
て
欲
し
い
。

就
職
支
援
情
報

秋
学
期
は
就
職
活
動
準
備
の
大
切
な
時
期

企業の魅力を知るためのセミナーを開催

SDGs活動を通じた交流
NSCWeek

　NSCWeekは本学の学生環境推
進委員会（愛称：e-にこっと）と他
大学の連携で主催するSDGs活動
で、２年目を迎えた。事前の勉強
会として「プラスチックリサイクル
の現状」をテーマに新潟環境ネット
ワーク（N-econet）とリモート会
議を実施。８/24に新潟の海岸と宮
代町の河川で、それぞれ清掃活動
を行い、８/26に実績報告会を兼ね、
本学を会場に伴教授が、「海洋プラ

スチック問題」について講演し、マ
イクロプラスチックが与える次世代
への影響について議論し、意義あ
る活動となった。

入賞者� ○印は共同作品の代表者

【審査委員長の講評】
　とかく設計というものは、設計条件が緩ければ緩いほど
“良いもの”になりにくいと実は思っています。条件が厳しけ
れば厳しいほど、設計者はなんとか解決しようと頑張って最
後には “これしかない”という確信を持つようになるのですが、
今回の課題のように敷地も自由、家族構成も自由ですと、
なかなか決めきれないものです。条件はといえば“ワンルーム”
だけで、“開く／閉じる”という建築の根源的で単純な操作
だけで住宅を設計する課題です。応募者によっては条件設
定の迷路に迷い込んでしまう危惧もありました。しかし、そも
そも住宅での人の行動は、住まい手に委ねられることが多
いのと、制約も元々緩いので、この課題は無限の回答と良
い案が生まれる可能性が高いのではないかと密かに期待し
ていました。
　“開く”と“閉じる”は、言葉としては全く反対のことですが、
建築においては、グラデーション状につながってくる事象で
す。言い換えれば、時に相反することを一つの考えで同時
に解決しなければならない建築の宿命も背負っています。言葉では矛盾しますが“開いているが、
閉じている”状態も建築では可能です。総じて、入賞した各案は、主題に沿って理想的な“開／
閉”をもった建築のあるべき姿を真っ直ぐに追い求めていました。その理想型に合わせて、逆算して、
敷地や家族構成等の建築条件を丁寧に設定していったのではないかと考えられます。
　今回の“開く”と“閉じる”という課題は、実は住宅に限定されず、全ての建築の根底にあるもの
です。皆さんが今後建築を考えていく上で、この課題が将来に多少でも有益であったことを期待し
ています。� 安田幸一（東京工業大学大学院教授・安田アトリエ主宰）

1等作品
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こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

食
事
提
供
と
工
作
教
室

身
体
や
視
線
で
操
作
す
る

ア
ー
ト
作
品
を
体
験

　

９
月
３
日
、
無
印
良
品
東

武
動
物
公
園
駅
前
に
お
い
て

本
学
、
宮
代
町
社
会
福
祉
協

議
会
、
ゆ
う
や
け
ひ
ろ
ば
実

行
委
員
、
無
印
良
品
東
武
動

物
公
園
駅
前
、
宮
代
町
の
連

携
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
「
第
２

回
み
ん
な
で
創
る
こ
ど
も
の

居
場
所
」が
開
催
さ
れ
た
。

　

本
活
動
は
、
地
域
の
子
ど

も
達
の
居
場
所
づ
く
り
が
目

　

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
の

新
井
啓
之
教
授
、
山
地
秀
美

教
授
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
コ
ン

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン
グ
工
房
の
学

生
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
イ

ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ー
ト
の

体
験
イ
ベ
ン
ト
を
８
月
６
・

７
日
、越
谷
市
の
児
童
館
コ

ス
モ
ス
に
お
い
て
実
施
し

た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
工

房
や
実
習
な
ど
で
学

生
が
制
作
し
た
作
品

を
展
示
。
体
験
者
が

カ
メ
ラ
や
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
す

る
こ
と
で
身
体
を

使
っ
て
操
作
を
楽
し

む
こ
と
が
で
き
る
。

児
童
た
ち
は
手
を
空

中
で
動
か
し
て
花
火

を
開
か
せ
る
作
品

や
、
視
線
だ
け
で
操

作
す
る
ブ
ロ
ッ
ク
崩
し
ゲ
ー

ム
な
ど
を
体
験
し
た
。

　

学
生
た
ち
に
と
っ
て
は
自

分
た
ち
が
制
作
し
た
作
品
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
た
こ
と
は

単
に
嬉
し
い
だ
け
で
な
く
、

作
品
や
ゲ
ー
ム
の
改
良
の
ヒ

ン
ト
や
き
か
っ
け
に
な
っ
て

い
た
よ
う
だ
。
今
後
も
こ
の

活
動
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ

る
予
定
で
あ
る
。

的
。
本
学
が
工
作
教
室
を
開

催
す
る
「
遊
び
」
と
、
宮
代

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
ゆ
う

や
け
ひ
ろ
ば
実
行
委
員
の
協

力
に
よ
り
子
ど
も
達
に
食
事

を
提
供
す
る
「
食
」
を
融
合

し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
今
回
が

２
回
目
と
な
る
。
本
学
が

行
っ
た
工
作
教
室
の
内
容
は

「
昆
虫
型
ロ
ボ
ッ
ト
を
作
ろ

う
！
」「
ミ
ニ
空
気
砲
を
作

ろ
う
！
」「
風
船

ロ
ケ
ッ
ト
を
飛
ば

そ
う
！
」
で
、
当

日
は
70
名
を
超
え

る
子
ど
も
が
参
加

し
、
も
の
づ
く
り

を
楽
し
ん
だ
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は

大
変
好
評
で
、
今

後
も
引
き
続
き
実

施
し
て
い
く
予
定

で
あ
る
。

工作教室では教員や学生スタッフが指導にあたった

手で花火を開かせるアート

防
災
訓
練
実
施

　

８
月
31
日
、
地
震
発
生
を

想
定
し
た
防
災
訓
練
が
埼
玉

キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍

前
の
訓
練
内
容
に
戻
さ
れ
た
。

　

朝
９
時
、
宮
代
町
内
で
震

度
６
強
の
揺
れ
を
観
測
し
た

と
の
想
定
で
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ

ト
訓
練
が
行
わ
れ
、
参
加
者

全
員
が
身
を
守
る
行
動
を

と
っ
た
。
続
い
て
避
難
指
示

に
従
っ
て
全
員
が
グ
ラ
ウ
ン

ド
へ
と
移
動
し
た
。
併
せ

て
、
負
傷
者
搬
送
訓
練
、
初

期
消
火
訓
練
、
マ
ン
ホ
ー
ル

ト
イ
レ
設
置
訓
練
な
ど
も
実

施
さ
れ
た
。

負傷者搬送訓練

夏休みの子供向け体験教室
　夏休み期間中、小中高の児童・生徒とその保護者を対象とした、各
種ものづくり体験教室が開催され、学部および共通教育学群の教員と
学生が指導にあたった。最新の科学技術や工業技術に興味と感動を体
験することができるバラエティに富んだプログラムが用意され、参加し
た子供たちにとっては、大学キャンパスで大学教員から指導を受けられ
る貴重な機会となった。

イベント名称 主な内容 実施日 参加数

化学・環境・バイオサ
イエンススクール

化学・環境・バイオに関する
実験の体験 7/25（月） 21名 

中学生科学教室 光の噴水をつくろう～非接触
給電と光ファイバー～ 7/30（土） 31名 

親子ものづくり教室
（2部制）

二足歩行ロボットの製作など
5テーマ 8/6（土） 52組

104名 

関東地区リフレッシュ
理科教室

理科工作と面白科学実験体
験 8/6（土） 22組 

ドローン体験教室
（春日部）

ドローンの操縦・プログラミ
ング体験 8/17（水）・8/26（金） 191名 

化学・環境・バイオサイエンススクール 中学生科学教室

親子ものづくり教室 関東地区リフレッシュ理科教室

一
・
は
じ
め
に

　

第
55
期
決
算
、
第
56
期
予

算
が
監
査
法
人
及
び
法
人
監

事
の
監
査
を
受
け
、
法
人
理

事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
決

定
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
財

務
諸
表
を
お
知
ら
せ
し
、
関

係
各
位
の
ご
理
解
と
引
き
続

き
の
ご
協
力
・
ご
支
援
を
お

願
い
す
る
。

　

２
０
２
１
年
度
に
本
学
が

行
っ
た
主
な
事
業
等
は
次
の

通
り
。

○
学
生
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
的
と
し
て
昨
年
度
に
引
き

続
き
、
本
館
女
子
ト
イ
レ
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施

し
た
。
ま
た
、
翌
年
度
は
こ

れ
に
引
き
続
き
女
子
学
生
用

の
パ
ウ
ダ
ー
ル
ー
ム
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い

る
。

○
先
進
工
学
部
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
が
主
に
使
用
す
る
実

験
研
究
棟
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
た
。

二
・
２
０
２
１
年
度
決
算
に

つ
い
て

　

学
校
法
人
会
計
基
準
に
基

づ
く
主
た
る
財
務
諸
表
に
つ

い
て
説
明
す
る
。「
資
金
収

支
計
算
書
」（
別
表
１
）
は
、

当
該
年
度
の
教
育
研
究
等
の

諸
活
動
に
対
す
る
す
べ
て
の

収
入
と
支
出
の
内
容
及
び
支

払
資
金
（
現
預
金
）
の
て
ん

末
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）
は
、
大
学
の
経

営
状
態
を
明
ら
か
に
す
る
も

の
で
、
企
業
会
計
に
お
け
る

損
益
計
算
書
に
相
当
す
る
も

の
。（
詳
細
後
述
）「
貸
借
対

照
表
」（
別
表
３
）
は
、
年

度
末
に
お
け
る
財
務
状
況
を

明
ら
か
に
し
た
も
の
。

「
事
業
活
動
収
支
計
算
書
」

（
別
表
２
）

　

事
業
活
動
収
支
計
算
書

は
、
教
育
活
動
収
支
、
教
育

活
動
外
収
支
、
特
別
収
支
の

３
つ
の
活
動
に
区
分
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
毎
に
収
支

バ
ラ
ン
ス
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
経
営
状
態
を
明
ら

か
に
し
た
も
の
。

●
教
育
活
動
収
支

　

大
学
の
教
育
活
動
に
係
る

収
支
状
況
を
表
す
教
育
活
動

収
支
差
額
は
１
億
２
９
０
０

万
円
の
支
出
超
過
と
な
っ

た
。
支
出
超
過
の
要
因
は
、

学
生
生
徒
等
納
付
金
と
補
助

金
収
入
の
減
少
に
伴
う
影
響

で
あ
る
。
収
支
の
主
な
内
訳

は
、
学
生
生
徒
等
納
付
金
57

億
８
１
０
０
万
円
、
手
数
料

は
９
２
０
０
万
円
、
経
常
費

等
補
助
金
は
６
億
８
５
０
０

万
円
で
あ
っ
た
。
人
件
費
は

30
億
８
１
０
０
万
円
、
教
育

研
究
経
費
は
31
億
１
６
０
０

万
円
、
管
理
経
費
は
８
億
１

３
０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

●
教
育
活
動
外
収
支

　

財
務
活
動
な
ど
の
教
育
活

動
以
外
の
経
常
的
な
活
動
に

係
る
収
支
状
況
を
表
す
教
育

活
動
外
収
支
差
額
は
１
億
８

３
０
０
万
円
支
出
超
過
と

な
っ
た
。

●
特
別
収
支

　

経
常
的
な
活
動
以
外
の
臨

時
的
な
活
動
に
係
る
収
支
状

況
を
表
す
特
別
収
支
差
額
は

７
７
０
０
万
円
の
支
出
超
過

と
な
っ
た
。

○
総
括

　

結
果
、
事
業
活
動
収
入

（
別
表
２
①
②
③
の
収
入
計
）

は
70
億
４
３
０
０
万
円
、
事

業
活
動
支
出
（
別
表
２
④
⑤

⑥
の
支
出
計
）
は
74
億
３
４

０
０
万
円
。
差
額
で
あ
る
基

本
金
組
入
前
当
年
度
収
支
差

額
は
、
３
億
９
０
０
０
万
円

の
支
出
超
過
と
な
っ
た
。
こ

こ
か
ら
学
校
法
人
の
諸
活
動

を
永
続
的
に
維
持
す
る
た
め

の
基
本
金
組
入
額
２
億
７
０

０
０
万
円
を
差
し
引
い
た
当

年
度
収
支
差
額
は
６
億
６
１

０
０
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。

（
別
表
５
主
要
項
目
の
分
析

表
を
参
照
）

三
・
２
０
２
２
年
度
予
算
に

つ
い
て「
資
金
収
支
予
算
書
」

（
別
表
４
）

　

２
０
２
２
年
度
予
算
は
、

収
入
の
部
で
は
、
学
生
生
徒

等
納
付
金
に
つ
い
て
学
生
数

を
厳
し
く
予
測
し
た
予
算
と

し
た
。
補
助
金
は
今
後
も
積

極
的
に
申
請
・
獲
得
を
目
指

し
て
い
く
。
支
出
の
部
で

は
、
今
年
度
新
設
し
た
、
先

進
工
学
部
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン

ス
学
科
の
教
育
設
備
投
資
費

用
と
、
建
物
の
耐
震
化
工
事

費
用
を
考
慮
し
た
予
算
と
し

た
。

四
・
む
す
び

　

コ
ロ
ナ
過
の
影
響
に
翻
弄

さ
れ
た
２
年
間
、
今
年
度
よ

り
徐
々
に
で
は
あ
る
が
、
以

前
の
様
な
活
気
の
あ
る
キ
ャ

ン
パ
ス
に
戻
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
新
設
し
た
デ
ー
タ
サ

イ
エ
ン
ス
学
科
も
、
順
調
に

ス
タ
ー
ト
を
し
た
。

　

今
後
は
、
学
生
の
皆
様
が

よ
り
良
い
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ

フ
を
お
く
れ
る
よ
う
、
安
全

面
の
徹
底
や
教
育
環
境
の
充

実
を
図
る
。
そ
の
一
環
と
し

て
、
老
朽
化
し
た
建
物
の
本

格
的
な
耐
震
化
工
事
を
実
施

し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に

は
、
関
係
各
位
の
ご
理
解
が

不
可
欠
で
あ
り
、
引
き
続
き

ご
支
援
を
賜
る
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
る
。�

（
財
務
部
）

日
本
工
業
大
学
の
財
務
状
況

第
55
期
決
算
・
第
56
期
予
算

（別表１）資金収支計算書� 単位：千円
科目 予算 決算 差異

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,764,876 5,781,586 △ 16,710
手 数 料 収 入 102,510 92,203 10,307
寄 付 金 収 入 71,800 89,673 △ 17,873
補 助 金 収 入 716,000 685,240 30,760
付随事業・収益事業収入 47,890 87,998 △ 40,108
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 102,035 108,030 △ 5,995
資 産 売 却 収 入 31 △ 31
雑 収 入 125,755 166,095 △ 40,340
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入 2,075,592 1,883,192 192,400
そ の 他 の 収 入 851,832 876,040 △ 24,207
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 1,445,639 △ 1,554,549 108,910
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 3,971,640 3,971,640
収 入 の 部 合 計 12,384,290 12,187,178 197,112

支出の部
人 件 費 支 出 3,169,475 3,079,997 89,478
教 育 研 究 費 支 出 1,910,900 1,933,453 △ 22,553
管 理 経 費 支 出 657,300 668,396 △ 11,096
借 入 金 等 利 息 支 出 29,862 29,858 4
借 入 金 等 返 済 支 出 307,220 307,220
施 設 関 係 支 出 280,000 340,477 △ 60,477
設 備 関 係 支 出 223,372 163,733 59,639
資 産 運 用 支 出 485,000 580,585 △ 95,585
そ の 他 の 支 出 574,256 447,556 126,700
予 備 費 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 16,216 △ 152,613 136,398
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,663,121 4,788,517 △ 125,396
支 出 の 部 合 計 12,384,290 12,187,178 197,112

（別表２）事業活動収支計算書� 単位：千円

教
育
活
動
収
支

収
入
の
部

科        目 予算 決算 差異
学生生徒等納付金 5,764,876 5,781,586 △ 16,710
手数料 102,510 92,203 10,307
寄付金 51,800 74,662 △ 22,862
経常費等補助金 701,000 685,240 15,760
付随事業収入 47,890 87,998 △ 40,108
雑収入 125,755 159,649 △ 33,894
教育活動収入計　　　　　① 6,793,831 6,881,338 △ 87,507

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
人件費 3,160,386 3,081,111 79,275
教育研究経費 3,051,764 3,116,244 △ 64,480
管理経費 779,062 813,503 △ 34,441
徴収不能額等
教育活動支出計　　　　　④ 6,991,212 7,010,858 △ 19,646
教育活動収支差額 △ 197,381 △ 129,520 △ 67,861

教
育
活
動
外
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
受取利息・配当金 102,035 99,390 2,645
その他の教育活動外収入 6,578 △ 6,578
教育活動外収入計　　　　② 102,035 105,968 △ 3,933

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
借入金等利息 29,862 29,858 4
その他の教育活動外支出 280,790 259,941 20,849
教育活動外支出計　　　　⑤ 310,652 289,799 20,853
教育活動外収支差額 △ 208,617 △ 183,831 △ 24,786
経常収支差額 △ 405,998 △ 313,351 △ 92,647

特
別
収
支

収
入
の
部

科目 予算 決算 差異
資産売却額 31 △ 31
その他の特別収入 35,000 56,498 △ 21,498
特別収入計　　　　　　　③ 35,000 56,528 △ 21,528

支
出
の
部

科目 予算 決算 差異
資産処分差額 22,000 134,008 △ 112,008
その他の特別支出
特別支出計　　　　　　　⑥ 22,000 134,008 △ 112,008

特別収支差額 13,000 △ 77,480 90,480
〔予備費〕 100,000 100,000
基本金組入前当年度収支差額 △ 492,998 △ 390,831 △ 102,167
基本金組入額合計 △ 365,000 △ 270,537 △ 94,463
当年度収支差額 △ 857,998 △ 661,368 △ 196,630
前年度繰越収支差額 △ 400,860 △ 400,860
基本金取崩額
翌年度繰越収支差額 △ 1,258,858 △ 1,062,228 △ 196,630
（参考）
事業活動収入計 6,930,866 7,043,834 △ 112,968
事業活動支出計 7,423,864 7,434,665 △ 10,801
経常収入（教育活動収入計+教育活動外収入計） 6,895,866 6,987,306 △ 91,440

（別表３）貸借対照表� 単位：千円
資産の部

科目 2021（R3） 2020（R2） 増減
固定資産 47,893,068 48,944,141 △ 1,051,073
  有形固定資産 22,736,506 23,623,596 △ 887,090
  特定資産 25,136,776 25,277,605 △ 140,828
  その他の固定資産 19,786 42,941 △ 23,155
流動資産 4,910,522 4,122,662 787,860

合      計 52,803,590 53,066,802 △ 263,212

負債の部
科目 2021（R3） 2020（R2） 増減

固定負債 4,743,588 5,049,843 △ 306,255
流動負債 2,879,602 2,445,728 433,874

合      計 7,623,190 7,495,571 127,619

純資産の部
科目 2021（R3） 2020（R2） 増減

基本金 46,242,628 45,972,091 270,537
翌年度繰越収支差額 △ 1,062,228 △ 400,860 △ 661,368

合      計 45,180,400 45,571,231 △ 390,831
負債及び純資産の部合計 52,803,590 53,066,802 △ 263,212

※注：�千円単位等で表示する際に単位未満を四捨五入しているため、�
端数調整のための差異が生じる場合があります。

（別表４）資金収支予算書� 単位：千円
科目 2022（R4） 2021（R3） 増減

収入の部
学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 5,685,236 5,764,876 △ 79,640
手 数 料 収 入 101,650 102,510 △ 860
寄 付 金 収 入 65,800 71,800 △ 6,000
補 助 金 収 入 686,000 716,000 △ 30,000
付随事業・収益事業収入 73,105 47,890 25,215
受 取 利 息・ 配 当 金 収 入 92,030 102,035 △ 10,005
資 産 売 却 収 入
雑 収 入 46,970 125,755 △ 78,785
借 入 金 等 収 入
前 受 金 収 入 1,906,498 2,075,592 △ 169,094
そ の 他 の 収 入 915,591 851,832 63,758
資 金 収 入 調 整 勘 定 △ 1,883,192 △ 1,445,639 △ 437,552
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,788,517 3,971,640 816,877
収 入 の 部 合 計 12,478,204 12,384,290 93,914

　

科目 2022（R4） 2021（R3） 増減
支出の部
人 件 費 支 出 3,076,436 3,169,475 △ 93,039
教 育 研 究 費 支 出 1,945,845 1,910,900 34,945
管 理 経 費 支 出 830,362 657,300 173,062
借 入 金 等 利 息 支 出 26,891 29,862 △ 2,971
借 入 金 等 返 済 支 出 307,200 307,220 △ 20
施 設 関 係 支 出 557,080 280,000 277,080
設 備 関 係 支 出 232,928 223,372 9,556
資 産 運 用 支 出 535,000 485,000 50,000
そ の 他 の 支 出 397,248 574,256 △ 177,009
〔 予 備 費 〕 100,000 100,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △ 10,689 △ 16,216 5,527
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 4,479,904 4,663,121 △ 183,217
支 出 の 部 合 計 12,478,204 12,384,290 93,914

（別表５）事業活動収支計算書の主要項目の分析表
主要項目の分析比率（％） 2021（R3） 2020（R2） 増減
補 助 金/事 業 活 動 収 入 9.7% 10.2% −0.4%
人 件 費/経 常 収 入 44.1% 41.8% 2.3%
教 育 研 究 経 費/経 常 収 入 44.6% 44.2% 0.4%
管 理 経 費/経 常 収 入 11.6% 14.3% −2.6%
借 入 金 等 利 息/経 常 収 入 0.4% 0.5% −0.1%
人件費/学生生徒等納付金 53.3% 50.4% 2.9%
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日
本
塑
性
加
工
学
会

論
文
賞

日
本
建
築
家
協
会

審
査
委
員
長
賞電

子
情
報
通
信
学
会

委
員
長
賞

自
動
車
技
術
会

技
術
部
門
貢
献
賞

電
子
情
報
通
信
学
会

30
周
年
企
画
特
別
功
労
賞

型
技
術
協
会

奨
励
賞

験
の
可
能
性
と
高
次
異
方
性

降
伏
関
数
に
よ
る
高
い
表
現

力
を
明
示
し
、
本
分
野
の
理

解
を
深
め
る
上
で
の
好
適
な

研
究
事
例
と
し
て
評
価
さ
れ

た
。

　

受
賞
に
際
し
瀧
澤
教
授
は

「
２
０
１
３
年
に
本
学
に
着

任
し
て
か
ら
、
数
名
の
大
学

院
生
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

き
た
テ
ー
マ
で
す
。
内
容
に

は
派
手
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
が

地
道
な
研
究
を
評

価
し
て
い
た
だ
け

た
こ
と
を
あ
り
が

た
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
丁
寧
な
研

究
に
注
力
し
て
い

き
ま
す
」
と
述
べ

て
い
る
。

理
・
加
工
を
体
験

す
る
場
に
集
う
仕

組
み
を
提
案
。
生

産
者（
旧
住
民
）と

消
費
者（
新
住
民
）

が
交
流
す
る
き
っ

か
け
づ
く
り
を
目

指
し
た
。
内
外
の

曖
昧
な
懐
か
し
く
新
し
い
空

間
の
魅
力
を
提
示
し
た
こ
と

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。
見
過

ご
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
な
小

さ
な
産
業
遺
産
に
目
を
向

け
、現
代
の
暮
ら
し
の
な
か

に
役
割
を
見
出
し
て
再
生

し
、
そ
れ
ら
が
地
域
の
風
景

を
つ
く
っ
て
い
く
、
と
い
う

時
間
や
分
野
を
横
断
す
る
生

態
学
的
な
建
築
観
の
広
ま
り

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

け
た
移
動
中
継
局
を
用
い
た

新
し
い
無
線
シ
ス
テ
ム
」
に

関
す
る
研
究
発
表
と
な
る
。

ま
た
、
総
務
省
に
よ
る
Ｓ
Ｃ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
（
戦
略
的
情
報
通
信

研
究
開
発
推
進
事
業
）

フ
ェ
ー
ズ
１
の
研
究
課
題
と

し
て
、新
潟
大
学
の
故
・
西
森 

健
太
郎
准
教
授
と
取
り
組
ん

で
き
た
研
究
成
果
で
あ
る
。

　

受
賞
に
際
し
平
栗
教
授
は

「
西
森
先
生
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
す
る
と
と
も
に
、
本
研

究
に
関
わ
る

皆
さ
ま
に
お

礼
を
申
し
上

げ
ま
す
」
と

謝
辞
を
述
べ

て
い
る
。

れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

荒
川
教
授
は
２
０
２
１
年

度
自
動
車
技
術
会
春
季
大
会

お
よ
び
オ
ン
ラ
イ
ン
フ
ォ
ー

ラ
ム
「C

ars that think 

and com
m
unicate

」
の

企
画
に
対
す
る
貢
献
が
大
き

く
評
価
さ
れ
今
回
の
受
賞
に

至
っ
た
。

　

受
賞
に
際
し
荒
川
教
授
は

「
今
後
も
自
動
車
技
術
会
エ

レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
部
門
委
員

会
の
活
性
化

に
微
力
な
が

ら
貢
献
し
、

自
動
車
業
界

を
盛
り
立
て

て
参
り
ま
す
」

と
抱
負
を
述

べ
て
い
る
。

心
理
学
、
社

会
学
、
経
済

学
等
に
ま
た

が
る
学
際
的

な
領
域
を
対

象
と
し
て
い

る
。
今
回
の

受
賞
は
「
研
究
会
設
立
30
周

年
企
画
」
の
幹
事
と
し
て
そ

の
企
画
運
営
を
積
極
的
に
行

い
、
活
性
化
に
大
き
く
貢
献

し
た
実
績
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　

受
賞
に
際
し
伊
藤
准
教
授

は
「
本
賞
を
受
賞
で
き
、
大

変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。
研
究

会
研
専
設
立
30
周
年
企
画
に

関
わ
る
皆
様
に
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
て

い
る
。

を
つ
く
る
金
型
は
、
工
作
機

械
に
よ
り
自
動
で
切
削
加
工

さ
れ
る
が
、
最
後
の
鏡
面
仕

上
は
職
人
に
よ
る
手
磨
き
で

あ
る
。
こ
の
研
究
は
、
そ
の

手
磨
き
を
自
動
化
す
る
た
め

の
工
具
の
開
発
に
関
す
る
も

の
で
、
自
動
で
鏡
面
加
工
が

実
現
す
る
画
期
的
な
研
究
で

あ
り
、
今
後
の
実
用
化
が
期

待
さ
れ
る
。

　

ピ
ラ
ポ
ン
さ
ん
は
、
こ
の

一
連
の
研
究
で
博

士
号
を
取
得
し
、

現
在
は
母
校
の
キ

ン
グ
モ
ン
ク
ッ
ト

工
科
大
学
で
教
鞭

を
と
っ
て
い
る
。

　

機
械
工
学
科
の
瀧
澤
英
男

教
授
と
古
田
綜
一
郎
さ
ん

（
２
０
２
１
年
３
月
大
学
院

博
士
前
期
課
程
修
了
）
が
６

月
３
日
、
日
本
塑
性
加
工
学

会
「
論
文
賞
」
を
受
賞
し

た
。
受
賞
し
た
論
文
は
、
２

０
２
１
年
９
月
号
「
塑
性
と

加
工
」
に
掲
載
さ
れ
た
。

　

多
孔
板
（
パ
ン
チ
ン
グ
メ

タ
ル
）
と
い
う
人
工
的
な
異

方
性
に
対
し
て
数
値
材
料
試

　

建
築
学
科
建
築
コ
ー
ス

（
吉
村
研
究
室
）
を
本
年
卒

業
し
た
中
山
涼
雅
さ
ん
が
６

月
18
日
、
日
本
建
築
家
協
会

（
Ｊ
Ｉ
Ａ
）
全
国
学
生
卒
業

設
計
コ
ン
ク
ー
ル
公
開
審
査

会
に
お
い
て
「
妹
島
審
査
委

員
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

中
山
さ
ん
は
、
同
じ
地
域

に
住
み
な
が
ら
接
す
る
こ
と

の
少
な
い
新
旧
の
住
民
が
、

燻
煙
乾
燥
と
い
う
食
の
調

　

電
気
電
子
通
信
工
学
科
の

平
栗
健
史
教
授
が
７
月
15

日
、
電
子
情
報
通
信
学
会
通

信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研

究
会
に
お
い
て
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
研
究

会
委
員
長
賞
」
を
受
賞
し
た
。

　

今
回
の
受
賞
は
、
５
Ｇ
や

将
来
の
６
Ｇ
に
向
け
て
ド

ロ
ー
ン
を
移
動
中
継
局
と
し

た
エ
リ
ア
拡
大
を
実
現
す
る

技
術
「
６
Ｇ
シ
ス
テ
ム
に
向

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
荒
川
俊
也
教
授
が
８
月
25

日
、
自
動
車
技
術
会
２
０
２

２
年
度
技
術
会
議
合
同
会
議

に
お
い
て
「
技
術
部
門
貢
献

賞
」
を
受
賞
し
た
。
技
術
部

門
貢
献
賞
は
、
技
術
会
議
傘

下
の
部
門
委
員
会
活
動
に
お

い
て
多
大
な
貢
献
を
認
め
ら

れ
た
会
員
に
贈
ら
れ
る
賞

で
、
部
門
委
員
会
活
動
の
活

性
化
を
図
る
目
的
で
創
設
さ

　

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
伊
藤
暢
彦
准
教
授
が
７
月

22
日
、
電
子
情
報
通
信
学
会

通
信
ソ
サ
イ
エ
テ
ィ
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
オ
リ

テ
ィ
研
究
会
に
お
い
て
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ク
オ
リ

テ
ィ
研
究
会
30
周
年
企
画
特

別
功
労
賞
」
を
受
賞
し
た
。

同
研
究
会
は
情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
品
質

の
分
野
に
お
い
て
通
信
工

学
、
情
報
工
学
を
メ
イ
ン
に

　

機
械
シ
ス
テ
ム
工
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
修
了
生
（
神

研
究
室
）
の
ピ
ラ
ポ
ン
・
カ

ス
リ
ヤ
さ
ん
が
６
月
23
日
、

第
32
回
型
技
術
協
会
賞
授
賞

式
に
お
い
て
「
奨
励
賞
」
を

受
賞
し
た
。
同
賞
は
、
型
技

術
者
会
議
お
よ
び
型
技
術

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
け
る

総
合
的
な
優
秀
講
演
者
、
連

名
者
に
対
し
て
贈
ら
れ
る
。

　

精
密
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品

宮
代
暮
ら
し
を一
緒
に

発
信
し
ま
せ
ん
か

宮代町
だより

238号

　

町
民
の
視
点
で
町
の
魅

力
を
町
内
外
へ
発
信
す
る

「
み
ん
な
が
地
域
の
特
派

員
」
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
写
真
を
撮
る

の
が
好
き
、
動
画
を
作
り

た
い
…
『
宮
代
町
が
好

き
』
な
方
な
ら
ど
な
た
で

も
大
歓
迎
！
「
私
の
お
気

に
入
り
の
宮
代
町
」
を
一

緒
に
発
信
し
ま
し
ょ
う
！

【
主
な
活
動
】

●
興
味
関
心
の
あ
る
イ
ベ

ン
ト
や
出
来
事
の
取
材
・

撮
影
・
編
集
（
動
画
・
写

真
）

●
情
報
交
換
会
へ
の
参
加

※
記
事
に
対
す
る
謝
礼
有

【
申
問
】

宮
代
町
総
務
課
秘
書
広
報

担
当　

３
４
・
１
１
１
１

内
線　

２
０
８

　

９
月
１
日
か
ら
事
務
組
織

改
編
に
伴
い
、
所
掌
す
る
部

署
名
称
が
次
の
と
お
り
変
更

と
な
っ
た
。

［
変
更
前
］企
画
広
報
室
→

［
変
更
後
］企
画
室

［
変
更
前
］教
務
部
入
試
室
→

［
変
更
後
］教
務
部
入
試
課

【
任
命
】（
７
月
１
日
付
）

◆
理
工
学
教
育
（
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｍ
）
セ
ン
タ
ー
長　

佐
藤
杉

弥
教
授

（
10
月
１
日
付
）

◆
基
幹
工
学
部
機
械
工
学
科

長　

二
ノ
宮
進
一
教
授

◆
基
幹
工
学
部
応
用
化
学
科

長　

大
澤
正
久
教
授

◆
先
進
工
学
部
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
長　

宮
川
豊
美
教
授

◆
先
進
工
学
部
デ
ー
タ
サ
イ

エ
ン
ス
学
科
長　

粂
野
文
洋

教
授

◆
工
学
部
機
械
工
学
科
長　

二
ノ
宮
進
一
教
授

◆
工
学
部
創
造
シ
ス
テ
ム
工

学
科
長　

中
里
裕
一
教
授

◆
工
学
研
究
科
電
子
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
専
攻
長　

佐
藤

進
也
教
授

◆
工
学
研
究
科
建
築
デ
ザ
イ

◆
中
里
裕
一
教
授
（
ロ
ボ

テ
ィ
ク
ス
学
科
）
／
出
張
先

＝
イ
タ
リ
ア
（
９
／
５
～
９

／
12
）
／
目
的
＝
第
４
回

（
２
０
２
２
）
Ｉ
Ｆ
Ｔ
ｏ
Ｍ

Ｍ
（
機
械
工
学
分
野
の
国
際

学
術
組
織
）
Ｉ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｙ
国

際
会
議
に
お
け
る
招
待
講
演

◆
二
ノ
宮
進
一
教
授
（
機
械

工
学
科
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
９
／
10
～
９
／
19
）

／
目
的
＝
Ｉ
Ｍ
Ｔ
Ｓ
２
０
２

２
（
米
国
国
際
製
造
技
術

展
）
へ
の
日
本
工
作
機
械
工

業
会
か
ら
の
調
査
依
頼
へ
の

対
応

ン
学
専
攻
長　

吉
野
一
教
授

【
配
置
換
】（
９
月
１
日
付
）

◆
吉
澤
慎
吾
入
試
室
職
員
→

企
画
室

【
解
任
】（
８
月
31
日
付
）

◆
入
試
室
長　

丹
澤
祥
晃
教

授◆
入
試
室
長
補
佐　

田
中
実

准
教
授

◆
企
画
広
報
室
長　

秋
元
俊

成
准
教
授

◆
企
画
広
報
室
長
補
佐　

小

林
桂
子
准
教
授

◆
総
務
部
副
部
長　

望
月
肇

企
画
室
長

部
署
名
称
変
更

人
事
異
動

国
外
出
張

学生自治会企画イベント

夏　祭　り 体　育　祭
　今年で50回目を迎える夏祭りが７月31
日に、セントラルスクエアをメイン会場と
して開催された。今年は、感染対策を講
じつつ３年ぶりに盆踊りや模擬店を実施
した。この他、中庭特設ステージでの音
楽団体ライブイベントなどで盛り上がり
を見せた。

　10月1日・2日に体育祭が開催された。
1日目は陸上グラウンドにて玉入れ・リ
レーなどのスポーツ競技、2日目は初開催
となる｢e-sports｣が、本館教室にて実施さ
れた。
　両日とも秋晴れの下、参加した多くの
学生が交流を深めることができた。

若年者ものづくり競技大会 厚労大臣賞
　建築学科建築コース2年の川嶋涼太さ
んが7月28日、厚生労働省・中央職業能
力開発協会主催の第17回若年者ものづ
くり競技大会・建築大工部門において
「金賞/厚生労働大臣賞」を受賞した。
　本大会は企業等で未就業の原則20歳
以下の若年者が技能を競う場。川嶋さん
は他学生同様、学科の講義や実習などの
授業に出席しながら、放課後など空き時
間を利用して技能向上に励んできた。大
会当日はその成果が大いに発揮され、高
い評価を得ることができた。
　また、昨年に続き技能五輪全国大会
への出場が確定しており、上位入賞が期
待されている。

賞状を授与された川嶋さん（右）

競技会で課題に取り組む川嶋さん


